
1.為替動向

【為替レート（USD/RMB）の動き】 　　（単位：元）

為替レート
1月6日 月 6.9745
1月7日 火 6.9376
1月8日 水 6.9420
1月9日 木 6.9311

1月10日 金 6.9290
1月13日 月 6.8942
1月14日 火 6.8854
1月15日 水 6.8871
1月16日 木 6.8850
1月17日 金 6.8585
1月19日 日 -

出所：CFETS（Close Rate）

2.金利動向

【SHIBOR（上海銀行間取引金利）3か月ものの動き】 　　（単位：%）

金利（%）
1月6日 月 2.9200
1月7日 火 2.8990
1月8日 水 2.8810
1月9日 木 2.8670

1月10日 金 2.8640
1月13日 月 2.8580
1月14日 火 2.8620
1月15日 水 2.8650
1月16日 木 2.8680
1月17日 金 2.8680
1月19日 日 2.8630

出所：中国外汇交易中心暨全国银行间同业拆借中心
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・1月13日週のUSD/RMB為替レートは、実需による元買い等を要因に前週に比べ元高でスタートした。
・1週間を通して『中国の為替操作国認定解除』や『対中関税は大統領選後まで維持』など、米中貿易関連
　の報道が相次いだが、第一弾の合意署名を控え、相場への影響は限定的だった。実際に合意がなされ
　た　翌日も、材料の出尽くし感から、相場の変動は僅かであった。
・17日には中国の第４四半期のGDPが発表され、前年比6.0％増と市場予想通りの結果となった一方、鉱
　工業生産や投資の伸びが予想を上回り、元高が進んだ。

・1月13日週のSHIBOR3か月ものは、前週からやや低下してスタートした。
・春節にむけた資金需要の高まりをうけ、翌日もの～１か月ものの金利は上昇していたが、３か月以上の期
　間の金利は概ね横ばいで推移した。
・短期金利の上昇をうけ、PBOCは今週累計で9,000億元の資金供給をおこなった。週間ベースで過去最大
　の供給額であり、これをうけて週末の短期金利は下落に転じた。
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3.ビジネストピックス

（1）　経済／湖北省の2019年GDP成長率は7.8％
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　1月12日に中国湖北省において第13期人民代表大会第3回会議が開催され、王省長より
2019年の湖北省のGDP成長率が7.8％を達成し、2020年も7.5％を目標とすると発表した。

　湖北省は中国の内陸部にあり、中国国内での省別のGDPは四川省に続く第7位を誇ってお
り、その規模はタイや台湾よりも大きい。人口は約6,000万人、面積は日本の本州の8割程度。
省都である武漢市は交通の要衝であり、高速鉄道の4本の路線が新規着工計画中である。ま
た、大学が多く（中国国内で北京に次ぐ第2位）、若い人材が豊富である。中国のGDP成長率
が減速傾向にある中で、高い成長率を続けている特徴のある地域である。

　同省では、2019年に実施したプロジェクト投資額が計1万1,600件に上り、集積回路（IC）・半
導体・スマート情報端末・次世代通信技術などの新興産業の規模が大幅に増加し、GDP成長
率を牽引した。また、日系企業の多くが関わる自動車業界においても、ホンダ車を生産する東
風本田汽車の第3工場が2019年4月稼働しており、注目されている地域である。


